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1工事概要

(1)工事名称

(2)工事場所

(3)工  期

(4)請負金額

(5)発 注 者

(6)請 負 者

(7)工事内容

市道笠岡OO号線配水管布設替工事

笠岡市笠岡地内

平成 26年 7月 1日 ～平成 27年 3月 31日

一金  2,560,000円

笠岡市上下水道部水道課

笠岡水道設備株式会社

15式
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管布設土工

IP布設工  φ300

路面復旧工

弁類設置工

ソフ トシール仕切弁 φ300

ソフ トシール仕切弁 φ150

ソフ トシール仕切弁 φ100

消火栓取付工 (単 日)o75

仮設工

350m2
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2計画工程表

工 種 種 月可 数量 所要日数 7 8 9

準備工 1式 15 吻
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1式 10

検査準備 1式 6
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3現場組織表

下請業者

舗装切断

舗装工

産業廃棄物収集運搬

交通誘導警備

(株)ダイキン

(株)笠岡道路

(株)笠岡組

笠岡警備 (株 )

4

現 場 代 理 人 主任 技 術 者 配 管 接 合 OOOO
OOOO OOOO 工 程 管 理 OOOO

●()(〉 ―()(X)()― ()① fう の OCO― OOCO‐ COOO 出 来 形 管 理 OOOO
品 質 管 理 OOOO
写 真 管 理 OOOO

建設副産物管 OOOO

機械 器 具管理 OOOO

労務安全管理 OOOO
安全 管 O O O

ア ア

日  個 氏  ■ W  格  ■

「

― ■
現 陽 代 理― ■■ O 呵 ∝ 江 ■ ■▼  打

主 L技 OO打 (ア ■個圧刑血辺■理技J■ ガ

配 ■ 管 技 佃路 孵 技―   ■O OqD OH -56-00■

〃 OOOO 配水管技士 001234

OOOO 玉掛け技能講習修了 第12777号

OOOO 移動式クレーン運転士 第12754号

OOOO 小型移動式クレーン運転技能許習修了 第 13928号

OOOO 車両系建設機械技能講習修了 第35981サ

OOOO 交通誘導警備 1級 笠岡警備 (株 )



4使用機械

規  格 台数 使用工種 備 考機 械 名

管布設土工バックホウ

(つ卜出ガス対策型)

クローラ型 山積0.45m3

クローラ型 山積0.13m3

クローラ型 山積0,28m3

タンパ 60-100k g

ダンプ トラック 10t

4t

32t

クレーち出チラ 4t積・ 2.9t吊  ■ J ミ 管布諭ぃ E

乙 汀 甲 ‐
‐ ■エンジJ「ンタと ■K950ア クア ノ ブ π

パイ】■印切
―

輸 型油劇■
「

~……¬F~ 1 打 L _■ ■
N L L‐ ■H 伊 Л  

「

■ ■

「
▼
■員▼

■ 山■

対策

‐ ― ラ型

Ё
路
lI画:J,

r ■

■

バ ック

(拶F出

〃■ ■ クローラ 7 ■ ▼
"

ダンプトラック 10t

コンクリー トカンタ~ 走行式

振動 ローラ ハン ドガイ ド式 0.5～ 0.6t

50ハψ60k g振動 コンパクタ

3 仮設工水中ポンプ 揚程 5m

発動発電機 3kVA 2
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5主要資材

予定数量 購入先 品質証明 備 考品 名 規  格

笠岡市承認品グクタイル鋳鉄管 φ300 1式 (株)笠岡管材

1式φ 150

耐衝撃性硬質塩化ビ

ニル管

φ20

～ 40

1式

ソフ トシール仕切弁 φ 100

～ 300

8基 ,′

堂 口 2共地下式消火栓

改良土

ェ   L
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日 ▲
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6施工方法

1 準備工

① 設計図に基づき現場測量を行い,既設管路・新設管路の

位置,他の地下埋設物件の状況を確認し,管理ポイントに

鋲を打つ。

また,周辺の道路,近接家屋等の作業環境について調査

をする。

② 地元行政協力委員・町内会長等に工事説明と協力の依頼

を行い,工事の影響範囲内の住民に工事のお知ら 内文

に応 じ立会いを求め,防護策を講じる。

設計図書に示されている幅及び深さに掘

削し,継手部分は接合作業がスムーズに行

える幅及び深さにする。

湧水がある場合は排水設備を備える。

また,,F水先を随時確認し,土砂等が

,,水先に流出しないように沈砂ますを設け,

作業終了後T荏認 し,土砂等を清掃する。

7

① 現地調査

② 地元調整

③ 関係機関・所

轄警察署との

協議

④ 看板等設置

配布する。

他の必要な準備 うえ,着

を と

用の申請を行

Tを
御ゝ

B HO.13m3

② 発生土処理

DT 2t

③ 残土処理

DT 10t



④ 基面整正

②③ 仮置場の位置は別紙のとおり。

仮置場においての流用上の管理を適切に

行い,上質を損ねないようにする。

また,運搬路及び仮置場での騒音・振動・

塵埃の防止に努める。

④ 人力により凹凸の無いように丁寧に仕上

げ,床付け面に岩石等が出た場合は,床付

け面より10cm以上取り除き,良質な上

さが20cmと なるように敷き均し,タ ン

パ (60～ 100kg)に て締め固め,現

地盤と同程度の締め固め密度が得られるよ

うに施工する。

⑥ φ300mm布 設箇所は埋戻し1層 目施

工完了後,その他の箇所には管保護材施工

完了後に埋設標識シー トを敷設する。

管布設工    |

8

⑥ 埋戻し

B HO。 13m3

タンパ 60～ 100

kg

⑥ 埋設標識シー ト

敷設 呼

工

管保護材 、ヽ埋戻 し材

管

ないような

を移動 させ しないように施

⑤ 管及びその他の埋設物等に損傷を与えた



3 管布設工

一日の作業完了後は,管内に上砂・汚水などが流入しないよう鋳鉄管キャップ等を用いて

管端部を塞ぎ埋戻しをする。

工程①～④は配水管技士等の指揮の下に施工する。

① 管運搬時には,歯止め等により荷崩れがないよう

にする。

管の吊上げ,吊降ろしは有資格者の指揮の下で行

管の据付けに当たつては,管内部を十分に清掃し,

水平器,水糸等を使用 し中心線及び高低を確認 し,

管径・年号を上にして据付ける。

② NS形 ,T形,K形継手の接合は,日 本ダクタイ

ル鉄管協会の接合要領書に基づき,チェックシー ト

に記入しながら施工する。

接合器具はNS形はレバーホイス ト,T形はタイ

ジャッキを使用する。

9

① 管運搬・据付

クレーン付 トラック

4t積 。2.9t吊

②

K950ア クティブⅡ

③

エ ンカンタ~

吊具は常に点検を行い,管を傷つけないようにす

γ

必ず適切

辺

イ ロ を使用する

に |ま

に取り外す必要がある

ように注意

しに

N450型油圧

NSグルーバー

④ 挿し日加工

⑤ ポリエチレン

スリーブ被覆



③ 切断機器は, φ100mm, φ150mmで 挿し日力日工をしない場合は,エンジンカン

ター (ダイヤモンドブレー ド),挿 し口加工をする場合は,NSグ ルーバーを使用し, φ

300mmは ,パイプ切削切断機を使用する。

切 り日端面は,内側の面取 りを行い,専用の補修塗料で塗装し,所定の位置に白線を表

示する。

④ タッピンネジタイプの挿 しロリングを使用 し, 日本ダクタイル鉄管協会の接合要領書に

基づき施工する。

に密着

ように十分なた を持た 密着

スリー 不 ア
~ に施工

粘着テープ(明示テープ)は , ポリエチレシスリーブ
ポリエチレシスリープの 継手部 継手部

粘着テープ(明示テープ)

継手部 分岐部

ポリエチレンスリ

ポリエチレンスリーブ

リ

悌革み)
il,I;;;::;!::!::;P)

J
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仕切弁部

ポリエ

4 舗装工

消火栓部

ポリエテレンスリ

の防止に努める。

④ 所定の密度が得られるように,十分締

め固める。

⑤ 仮復旧は,その日に舗装取壊をした箇

所について必ず施工し,既存路面との段

差等がないようにした後,工事施工区間

を開放する。

① 舗装切断

コ
梅曇争白

'~

引 戸

置 柵

③ 舗装殻処理

に 20c
管布設工

し

ぜ
用

施 工

工

:|:

たうえ,

周辺水路等へ流

できる

さに破砕す

① コンクリートカンタ~はバキューム式

④ 上層路盤工

タンパ 60～ 100k g

⑤ 仮復旧工

振動ローラ

ハン ドガイ ド式 0.5～ 0.6t

振動コンパクタ

50～60k g

‐

11‐



(本復旧工)

① 交通・保安施設その他の必要な準備を

整えたうえ,着手する。

②③⑤⑥ 運搬路及び仮置場での騒音・振動・塵

埃の防止に努める。

④ すき取りすぎに注意しながら施工する。

⑦ 表面が平坦になるようにし,施工後,

路盤厚 (10cm)及び路面からの下が

り (5cm)を確認する。

転圧は基準密度 (2.35t/m3)が得られ

るように十分締め固めを行い,振動ロー

ラによる締め固めが難 しい箇所は,振動

コンパクタにて十分締め固めを行 う。

① 仮舗装取壊し

B HO,13m3

② 舗装殻運搬

DT 2t

③ 舗装殻処理

DT 10t

B HO.13m3

⑤ 路盤殻運搬

DT

DT

振動ローラ

ハン ドガイ ド式 0,5～ 0.6t

⑦ 面整正

③ 縁石等の構造物や周辺の建物等を汚さ

ないように注意をし,必要に応じてシー

(110

上)を確認する。

ライム

量 は

始す

し完

③ プライムコー ト散布

エンジンスプレーヤー

⑨ 舗装復旧工

振動ローラ

ハン ドガイ ド式 0.5～ 0.6t

振動コンパクタ

50-60k g

12



7施工管理計画

(1)工程管理

バーチャー トエ程表を作成 し管理する。

毎月初めに水道管理課へ提出する。

(2)品質管理

工  種 試験項 目 試験方法 規格値 試験基準 摘 要

管布設工 チェックシー ト 接合要領書に

よる

接合要領書に

よる

継手 5箇所あ

たり1箇所

水圧試験 給水装置施工

基準による

給水装置施工

基準による

全箇所不断水T宇管

取付工

アスファル ト

舗装丑

`″

J

温度測定

L
温度計によ

め前)鶴
110℃ 以上

r |

■▼ 基

J
度の

%以上

工   種 測定項 目 写真管理箇所 出来形管理箇所

(3) 写真管理来形管

安全管理 各工事看板 (標示板)

設置状況

各設置箇所

保護柵設置状況 各設置箇所

交通誘導員設置状況 各配置箇所

安全活動状況 各種安全活動実施毎

機械管理 定期 。自主点検状況 各機械

使用材料 保管状況 保管箇所ごと

品質確認 (JIS・ 」

WWAマ ーク)

各種材料

舗装切断工 舗装切断状況・完了

冷却水処理状況・完了

5Aルー トNo.3
Bルー トNo.3

‐13‐



舗装版取壊 し工 取壊し状況 各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

取壊 し幅

既設舗装版厚

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)及び厚さ。種別

変化箇所

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)及び厚さ・種別

変化箇所

掘削工 掘削状況 各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

各測点,各配水管切替 各測点,各配水管切替掘削幅・深さ

箇所)及び断面 。上質

変化箇所

箇所)及び断面・土質

変化箇所

よ

七刀替

翻
坦
「rlI

基面 基面整正状況・完了

「

‐ し状況

‘

、

５

締固め状況▼完了
フ

各測点,各配水管切f
工,給水管切替工 (8

I  ▼

所)の各層の 1・ 3・

5回 目

まきだ し厚 さ 各測点,各配水管切替

工,給水管切替工及び

弁栓 (5箇所)(8箇
所)の各層

管保護材,路床,路盤

厚さ

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)及び弁栓 (5箇

所)

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)及び弁栓 (5箇

所)

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

埋設シー ト設置完了

‐14‐



各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

仮舗装工 舗設状況

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

仮舗装厚さ

矢板 。支保工設置状

況・完 r

矢板工施工箇所土留め工

矢板幅 。長さ・枚数 矢板工施工箇所 矢板工施工箇所

水替え施工箇所水答工 水替え状況

ポリエチレンスリー

ブ設置状況・完了

明示テープ設置完了

脱防止金具部

チェックゲー

, り

埋設位置変

給水 配管状況 了

ポリエチレンスリー

分水サ

部

明示テープ設置完了

給水管切替 (8箇所)

給水管切替No.5
不断水穿孔状況・完了

密着コア挿入状況・完

了

施工箇所

刃先管理 給水管切替 (8箇所)

給水管切替No.5水圧試験

設置箇所弁栓設置工 設置状況・完了

ポリエチレンスツー

ブ設置状況・完了

明示テープ設置完了

弁室設置状況・完了

15



各測点舗装工 仮舗装・路盤すき取り

状況

基面整正状況・完了 各測点

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

路盤厚さ

路面下 り

各測点,各配水管切替

工,給水管切替工 (8

箇所)

各測点,各配水管切替

工,給水管切答工 (8

箇所)

乳剤散布状況 。完了

舗設状況・完了 各測点

ヨア抜取 り状況 。完 r Aルー ト3箇所

Bルー ト1箇所

舗 婆厘 A Aルー ト3簡所 Aルー ト3簡所

Bルー ト1箇所 Bルー ト1箇所

建設副産物処分工 仮置き状況 仮置き箇所

■ ▲ レ工  L

竣工図の内容を確認し,不備があれば直ちに手直しをする。

(4

しをす

検査)

した書類を あればる(ア )

(イ )

し ,

(ウ) 竣工検査前の社内検査においては,施工延長,オフセット,弁室内等を確認

するとともに現場清掃,検査用具準備等の受検体制についても確認する。

‐16‐



8安全管理

(1)工事安全管理対策

ア 安全管理組織表

安 全 責 任 者 車両運行責任者 OOOO

○ ○ ○ ○ 重機安全責任者 OOOO

火元責任者 OOOO

安全巡視員 OOOO

安全責任若 〔(株)ダイキン〕 OOOO

,, .生肇) 笠岡道路〕 OOOO
P                     _

"■ 戸孫)笠岡組 〕
“

E〔判畔蹄(蠣〃

一
付

CIO

し,ガー ェ ン ス・ リ ド等

立入禁止看板で表示する。

掘削

(ア )

(イ ) 重機作業中は,作業半径内立入禁止とし,必要に応 じ誘導員を配置し,作業

車両及び作業員の安全を確保するとともに,作業の円滑化を図る。

(ウ ) 作業機械設置場所が地山の崩壊危険個所,地盤の不等沈下のおそれのある箇

所であるときは,敷鉄板等で保護 したうえ作業をする。

(工) 危険個所における作業は,必ず誘導員もしくは見張人をつける。

ウ その他安全対策

(ア) 重機等の運転,玉掛け等は必ず有資格者が行 う。

(イ )材 料置場はバ リケー ド等で囲み第二者の立入を禁止する。また,材料等を積

み重ねる場合は歯止めをし,管材等が崩れないようにする。
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(ウ) 路面平坦の確保と清掃は常に行い,交通に支障のないようにする。

(工) 必要に応 じて工事現場の夜間パ トロールを行い,適切な措置を講ずるものと

する。

(2)第二者施設への安全管理対策

ア Aルー トNo.2付 近において,ブ ッロク塀のすぐ横を掘削するため,重機の旋回

等に十分注意をし,ブ ッロク塀に影響が及ぶと思われた場合は,事前に適切な措置を

講じて作業をする。

安全訓練の予定計画表

実喧 魚 H口予定司|■ 容だ狂
=

:酔
|

<r■畔 納尊L の砕強陣のqtt Л 1日 |

KY 現 杜爾盟r靴事| 滉】卜及び基イ督蓼珂
「

|口 |

安全
暑

事務J 現場作業特Jr 召誓 毎J
安全訓練 事務所

▼

現場作業従事者
ア

別紙予定表
‐  ▼

毎月初め

その付近を掘削する場合は,NTT及 び中国電力職員の立会いの下,作業を実施する。

(3) び訓練についての活動計

“
ー

日 口寺 時 間 内容

7月 8:30

^V12:00

①本工事の施工内容等の周知徹底及び予想される事故防止対策

②災害時の緊急連絡体制等の確認及び予行演習

8月 13:00

ハ▼17:00

①前月の反省

②KY活野カビデオ上映

9月 8:30

ハψ12:00

①前月の反省

②労働安全衛生法等の法令,指針の周知徹底
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9緊急時の体制及び対応

水道局 426-3675

課所名 水道管理課

監督員 OOOO

OOO― OOOO
電気

消防署

笠岡消防署

63-7119

OOO― OOOO
電話

事 故警察署

笠岡警察署

63-0110
OOO― OOOO

ガ ス

r… oo■p°
謡_通

救急病院

「
  ○醜笠

1
呵

(株)ダイキン

(株)笠岡道路

(株)笠岡組

笠岡警備 (株 )

0865-12-2345

0865-12-3456

0865-12-4567

0865-12-5678

ロ

下請業者

0865-12-1234  ア

090-1234-5678

請 賀■者

現場代理人

歴 岡水道設備株式会社

OOOO

夜間・休 日連絡先

チ兄場代理人   O O O O 0865-23-6789

安全責任者   O O O O 0865-23-7890

主任技術者   O O O O 0865-23-8901

0865-12-1234会  社 OOOO
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10 交通管理

(1)運搬に対する安全対策

ア 現場から各処分場までの運搬経路は別紙運搬経路図のとおりとする。

イ 運搬経路の一部に道路幅員が狭く,住宅が密集 している所があるため,住民に工事

の概要,安全対策を説明し,十分に打合せを行 う。

ウ 運搬時間は,AM10:00～ PM4:OOま でとする。

工 運転手に制限速度の厳守を徹底する。

オ ー般車両及び通行者の運行については,安全の確保を最優先とするよう,交通誘導

ウ 保安施設は,予備品を用意し,故障,破損 したものは直ちに取りかえるものとする。

(4)運搬路の維持管理

運搬道路のパ トロールを毎日行い,路面の汚損があつた場合は,速やかに清掃する等 ,

適切な対応をする。

(5)車両運行に関する安全対策

ア OO車 両運行責任者の責任のもと,車両への過積載防止を徹底するため,車両運転

手及び重機運転手に,安全訓練,安全会議等で教育を実施 し,現場にてチェックを行

う。また,資材納入業者,下請業者にも周知徹底を図る。

‐20‐
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イ OO車両運行責任者の責任のもと,朝礼時に道路交通法の遵守,運転手の体調のチ

ェックを行う。

11環 境対策

(1)騒音・振動対策

工事の施工にあたつては,低騒音低振動型の機械を使用 し,重機の空ぶかし,バケッ

トのゆさぶり,ダンプ トラックの急発進,急停車等をしないよう指導し,徹底させる。

また,待機時には重機 。車両のエンジンを必ず止めるよう指導し,徹底させる。

(2)水質汚濁防止対策

帰るよう指導し徹底させる。

イ 埋戻し材投入時,仮置場への上砂等の搬出・搬入時には,出来る限り塵埃が出ない

ようにし,必要に応じて散水等を実施する。また,仮置場に集積されている土秒等に

ついても,散水等の対策を講 じる。

12再 生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法

(1)建設副産物搬出経路

別紙運搬経路図のとおりとする。

(2)建設副産物処分場名

ア 舗装切断時は,バキューム式のコンクリー トカンタ~を使用し,冷却水が水路等ヘ

ア タバコの吸殻,飲食物のゴミは所定の位置に捨て,一 日の作業終了時には必ず持ち

れない

に

(3)

つ

対策

る。

グリー

流出 しないようにする。

削内の

ミ・ ほ
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種  別 処分場名 処 分 場 所 数 量

笠岡市OOO123-4 45tアスファル ト殻 OOOOO

コンクリー ト殻 OOOOO 笠岡市〇〇〇 567-8 10n13

発生土 (2種 ) OOOOO 笠岡市OO0901-2 230m3

13そ の他

地元関係者に工事内容を説明し,理解と協力を依頼する。また,「水道工事のお知らせ」の

ビラを作成 し,工事区間内及び影響範囲内の世帯に配布する。また,「断水工事のお知らせ」

←
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作成例
資材等仮置場位置図
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作成例
建設副産物運搬経路図

真砂土運搬経路図

仮置場

工事現場

腑○○○○
真砂土

アスファルト・コンクリート売尭

発生土 (2種 )
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安全施設配置図

図中の記号・略図

① 工事中標示板 ② 工事件名標示板

④ 段差注意標示板③ 工事予告標示板50,100,200

⑥ 中央線標識⑤ 指定方向外進行禁止標識

⑦

⑩ 黄色回転灯⑨ 車線減少標示板

①

示 乗

⑮ 停上位護

● セ ー フ コー ン 氷 A型バ リ

施工個所
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Aルー ト車道部施工時

1 横断歩道を分割 した場合は,歩行者が通行できる幅員 (保安柵内側の幅員)を確保する。

2 交差支道への通行車両の出入 りをスムーズにするため,支道部にかかる作業帯部は,隅切りを取る。

ゲ

J
▼

・〕〉――‐(・Ж ・ Ж ・ Ж ・ Ж ・ Ж ・

●Ж

O

一
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Aルー ト歩道都施工時

1 歩行者通路の切回し部には,それぞれ交通整理員を配置する。

2 歩行者通路の前後には,歩行者通路標示板 (夜間は内照式)を設置する。

3 車道上の切回し通路では,黄色回転灯を両端に,先端部にはクッションドラム等を設置して暴走車両の突入を防ぐ。

4 歩 。車道の境界部分に段差がある場合は,切削や鋼板等により段差の解消措置をとる。

・ Ж ・ Ж ・ Ж ・

・ Ж ・ Ж

・ Ж ・ Ж ・

笠

―
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Bルー ト

― ・

⑦
止線

Ж ・ Ж ・
てて

))

⑮ ④ ④①③
′

Ｅ

ヽ

1 仮の停止線を溶着式路面標示又は貼付式路面標示を用いて標示するとともに,同所に「停上位置標示板」,

2 停上位置に交通整理員を配置し,交通の流れを見ながら誘導にあたらせる。

3 交互通行場所の手前に,工事予告標示板とともに交互通行予告標示板を設置する。

「交互通行標示板Jを設置する。
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交差支道部施工時

1 交差支道の通行止めの始点に保安施設等を設置する。

2 通行止めの始点には,交通整理員を配置する。

3 交差支道部通行止めに伴 うう回路標示板を設置する。

Ｙ
Ｉ
人

氷

―

一
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